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  （百万円未満切捨て）

１．平成27年３月期第１四半期の連結業績（平成26年４月１日～平成26年６月30日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 
  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 132,310 7.5 8,483 15.1 8,939 17.1 5,436 21.0 

26年３月期第１四半期 123,130 9.6 7,373 19.0 7,633 30.8 4,492 46.8 
 
（注）包括利益 27年３月期第１四半期 3,867 百万円 （△77.5％）   26年３月期第１四半期 17,160 百万円 （208.6％） 

 

 
１株当たり 

四半期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

27年３月期第１四半期 12.56 － 

26年３月期第１四半期 11.58 － 

 

（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

27年３月期第１四半期 721,299 297,597 38.0 

26年３月期 731,677 298,475 37.5 
 
（参考）自己資本 27年３月期第１四半期 273,765 百万円   26年３月期 274,307 百万円 

 

２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 
  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 
26年３月期 － 6.00 － 6.00 12.00 
27年３月期 －         
27年３月期（予想）   6.00 － 6.00 12.00 

 
（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無    

 

 

３．平成27年３月期の連結業績予想（平成26年４月１日～平成27年３月31日） 

  （％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計） 271,000 8.6 16,800 16.7 15,800 11.3 9,800 △19.9 22.64 

通期 550,000 5.2 35,000 11.1 33,200 8.7 20,000 △1.0 46.20 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 

 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－                                           除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無    

 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年３月期１Ｑ 433,092,837 株 26年３月期 433,092,837 株 

②  期末自己株式数 27年３月期１Ｑ 242,394 株 26年３月期 220,732 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 27年３月期１Ｑ 432,861,740 株 26年３月期１Ｑ 387,850,089 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示

時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については３ページ「１．当四半期

決算に関する定性的情報 （３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）における世界経済は、米国では緩やか

な景気回復が続き、欧州経済も回復に転じたものの、アジア地域などの新興国では減速基調が続きました。わが国経

済は、消費税率引き上げに伴う影響は限定的であったものの、依然として先行き不透明な状況が続いております。 

 このような状況の下、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高1,323億10百万円（前年同期比7.5％増

加）、営業利益84億83百万円（同15.1％増加）、経常利益89億39百万円（同17.1％増加）、四半期純利益54億36百万

円（同21.0％増加）となりました。 

 

 セグメント業績は、次のとおりであります。 

 なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較について

は、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。 

 

①国内ガス事業 

 酸素、窒素は、主要関連業界である鉄鋼向けは堅調に推移し、売上高は前年同期を上回りました。機器・プラント

については、設備投資需要の低迷が続き、売上高は前年同期を大きく下回りました。 

 電子材料ガスは、液晶パネル、太陽電池、半導体関連向けに出荷が好調に推移し売上高は前年同期を上回りまし

た。 

 メディカル分野は、医療用酸素は出荷数量、売上高ともに微減となったものの、安定同位体の売上げが伸びたこと

に加え、昨年10月に買収したパシフィックメディコ社の売上げも寄与し、売上高は前年同期を大きく上回りました。 

 ＬＰガスは輸入価格が高水準で推移したことで、売上高は前年同期を上回りました。 

 以上の結果、国内ガス事業の売上高は、804億30百万円（前年同期比2.6％増加）となりましたが、営業利益は、電

力代上昇に伴うコスト増もあり、54億２百万円（同3.1％減少）となりました。 

 

②米国ガス事業 

 緩やかな景気回復を背景にパッケージガスやハードグッズを中心に需要が伸び、売上げは好調に推移しました。ま

た、本年２月にContinental Carbonic Products, Inc.を買収した効果もあり、売上高は前年同期を大きく上回りま

した。

 以上の結果、米国ガス事業の売上高は、314億80百万円（前年同期比17.7％増加）、営業利益は13億87百万円（同

27.7％増加）となりました。 

 

③アジアガス事業 

 中国では、東北地区は低調に推移したものの、華東地区では酸素、窒素など全般的に好調でした。台湾では、エレ

クトロニクス関連業界の稼働が上向いた影響で、電子材料ガス及び機器が好調に推移しました。シンガポール、マレ

ーシアでは、酸素、窒素の需要が低調であったものの、安全具の出荷が好調に推移しました。ベトナムでは、新規需

要を着実に取り込むことで、売上げを伸ばしました。 

 以上の結果、アジアガス事業の売上高は、145億84百万円（前年同期比14.4％増加）、営業利益は７億69百万円

（同68.6％増加）となりました。 

 

④その他事業 

 サーモス事業は、国内で消費増税の反動が懸念されたものの、新商品を中心に好調な売れ行きが持続しました。昨

年新規連結した韓国事業も順調に推移し、売上高は前年同期を大きく上回りました。 

 以上の結果、その他事業の売上高は、58億15百万円（前年同期比11.5％増加）、営業利益は12億78百万円（同

28.9％増加）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明 

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は7,212億99百万円で、前連結会計年度末比で103億78百万円の減少となって

おります。為替の影響については、USドルの期末日レートが前連結会計年度末に比べ２円47銭の円高となるなど、約

67億円少なく表示されております。 

〔資産の部〕 

（流動資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の流動資産の残高は2,473億92百万円で、前連結会計年度末比で19億29百万円の減少

となっております。受取手形及び売掛金が25億44百万円の減少となっております。 

- 2 -

大陽日酸㈱ （4091）　平成27年３月期　第１四半期決算短信



（固定資産） 

 当第１四半期連結会計期間末の固定資産の残高は4,739億６百万円で、前連結会計年度末比で84億49百万円の減少

となっております。有形固定資産が52億94百万円の減少、無形固定資産が29億33百万円の減少、投資その他の資産が

２億21百万円の減少となっております。 

〔負債の部〕 

（流動負債） 

 当第１四半期連結会計期間末の流動負債の残高は1,964億31百万円で、前連結会計年度末比で104億55百万円の増加

となっております。長期借入金からの振替等により短期借入金が170億78百万円の増加の一方で、支払手形及び買掛

金が25億50百万円、未払法人税等が27億15百万円の減少となっております。 

（固定負債） 

 当第１四半期連結会計期間末の固定負債の残高は2,272億70百万円で、前連結会計年度末比で199億55百万円の減少

となっております。長期借入金が一年以内返済予定分を短期借入金へ振替等により190億95百万円の減少となってお

ります。 

〔純資産の部〕 

 利益剰余金は、12億98百万円の増加となっております。その他有価証券評価差額金は、主に当社が保有する上場有

価証券の含み益の増加により16億42百万円増加し、88億99百万円となっております。為替換算調整勘定はマイナス55

億35百万円、少数株主持分は238億31百万円となっております。 

 以上の結果、純資産の部の合計は2,975億97百万円となり、前連結会計年度末比で８億78百万円の減少となってお

ります。 

 なお、自己資本比率は38.0％と前連結会計年度末に比べ0.5ポイント高くなっております。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成26年５月13日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見

込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更するとともに、割引率の決定方法を割引率決定の基

礎となる債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払

見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第１四半

期連結会計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が92百万円の増加、退職給付に係る資産が

2,226百万円の減少、利益剰余金が1,539百万円の減少、少数株主持分が47百万円減少しております。また、当第１

四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 58,336 57,072 

受取手形及び売掛金 134,959 132,415 

商品及び製品 25,954 24,433 

仕掛品 6,640 9,386 

原材料及び貯蔵品 9,186 9,527 

繰延税金資産 6,698 5,521 

その他 8,761 10,631 

貸倒引当金 △1,216 △1,595 

流動資産合計 249,322 247,392 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 57,749 57,334 

機械装置及び運搬具（純額） 158,062 159,166 

土地 36,966 36,892 

リース資産（純額） 4,393 4,423 

建設仮勘定 17,072 13,106 

その他（純額） 32,813 30,840 

有形固定資産合計 307,057 301,763 

無形固定資産    

のれん 65,327 63,099 

その他 21,327 20,622 

無形固定資産合計 86,655 83,722 

投資その他の資産    

投資有価証券 67,321 69,747 

長期貸付金 390 397 

退職給付に係る資産 9,376 7,331 

繰延税金資産 1,976 1,866 

その他 10,070 9,564 

投資等評価引当金 △20 △20 

貸倒引当金 △472 △467 

投資その他の資産合計 88,642 88,420 

固定資産合計 482,355 473,906 

資産合計 731,677 721,299 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 70,002 67,451 

短期借入金 66,508 83,587 

1年内償還予定の社債 15,000 15,000 

未払法人税等 4,492 1,776 

引当金 3,487 3,002 

その他 26,485 25,612 

流動負債合計 185,975 196,431 

固定負債    

社債 45,000 45,000 

長期借入金 144,897 125,801 

リース債務 4,896 4,632 

繰延税金負債 35,764 35,467 

執行役員退職慰労引当金 497 304 

役員退職慰労引当金 799 746 

退職給付に係る負債 6,235 6,353 

負ののれん 22 11 

その他 9,112 8,952 

固定負債合計 247,226 227,270 

負債合計 433,201 423,701 

純資産の部    

株主資本    

資本金 37,344 37,344 

資本剰余金 56,478 56,478 

利益剰余金 177,269 178,568 

自己株式 △108 △129 

株主資本合計 270,983 272,261 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 7,257 8,899 

繰延ヘッジ損益 △7 △34 

為替換算調整勘定 △2,035 △5,535 

退職給付に係る調整累計額 △1,891 △1,826 

その他の包括利益累計額合計 3,323 1,503 

少数株主持分 24,168 23,831 

純資産合計 298,475 297,597 

負債純資産合計 731,677 721,299 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 123,130 132,310 

売上原価 82,206 87,954 

売上総利益 40,923 44,356 

販売費及び一般管理費 33,549 35,872 

営業利益 7,373 8,483 

営業外収益    

受取利息 29 25 

受取配当金 478 476 

負ののれん償却額 26 12 

持分法による投資利益 510 780 

その他 510 381 

営業外収益合計 1,556 1,677 

営業外費用    

支払利息 951 916 

固定資産除却損 78 46 

その他 266 259 

営業外費用合計 1,296 1,221 

経常利益 7,633 8,939 

特別利益    

固定資産売却益 16 － 

特別利益合計 16 － 

特別損失    

段階取得に係る差損 151 － 

特別損失合計 151 － 

税金等調整前四半期純利益 7,498 8,939 

法人税、住民税及び事業税 1,520 2,583 

法人税等調整額 1,081 597 

法人税等合計 2,601 3,180 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,896 5,758 

少数株主利益 403 321 

四半期純利益 4,492 5,436 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 4,896 5,758 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 2,619 1,651 

繰延ヘッジ損益 △6 △27 

為替換算調整勘定 8,987 △3,209 

在外子会社の年金債務調整額 △17 － 

退職給付に係る調整額 － 71 

持分法適用会社に対する持分相当額 680 △377 

その他の包括利益合計 12,263 △1,890 

四半期包括利益 17,160 3,867 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 16,443 3,616 

少数株主に係る四半期包括利益 716 250 

 

- 7 -

大陽日酸㈱ （4091）　平成27年３月期　第１四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

 

  Ⅰ 報告セグメントの概要

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。

 当社は、鉄鋼、化学、エレクトロニクス産業向けなどに国内外でガス事業を行っており、主要製品に関しては、日

本、米国、アジアの各地域において、それぞれ生産・販売体制を構築しております。したがって、当社は、「国内ガ

ス事業」「米国ガス事業」「アジアガス事業」「その他事業」の４つを報告セグメントとしております。「その他事

業」は、主に家庭用品を製造・販売しているサーモス事業などです。

 なお、「Ⅳ 報告セグメントの変更等に関する事項（報告セグメントの区分の変更）」に記載のとおり、当第１四

半期連結会計期間から報告セグメントの区分を変更しております。

 

 

Ⅱ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額  
国内ガス 

事業 

米国ガス 

事業 

アジア 

ガス事業 
その他事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 78,423 26,750 12,743 5,213 123,130 － 123,130 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 864 859 227 171 2,122 △2,122 － 

計 79,287 27,609 12,970 5,385 125,253 △2,122 123,130 

セグメント利益 

（営業利益） 
5,573 1,086 456 992 8,109 △735 7,373 

   （注）セグメント利益の調整額△735百万円には、セグメント間取引消去△264百万円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△470百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していない基

礎研究費用等です。
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Ⅲ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

            （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注） 

四半期連結 

損益計算書 

計上額  
国内ガス 

事業 

米国ガス 

事業 

アジア 

ガス事業 
その他事業 計 

売上高              

外部顧客への売上高 80,430 31,480 14,584 5,815 132,310 － 132,310 

セグメント間の内部

売上高又は振替高 865 1,293 248 173 2,580 △2,580 － 

計 81,295 32,774 14,833 5,988 134,891 △2,580 132,310 

セグメント利益 

（営業利益） 
5,402 1,387 769 1,278 8,838 △354 8,483 

   （注）セグメント利益の調整額△354百万円には、セグメント間取引消去19百万円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△374百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに配分していない基礎

研究費用等です。

 

Ⅳ 報告セグメントの変更等に関する事項 

(報告セグメントの区分の変更） 

 当社は平成26年５月13日に策定した中期経営計画『Ortus Stage 1』で掲げた経営戦略方針を実行するため、「低

成長下での国内事業の収益改善」と「海外成長機会に対する経営資源の重点投入」を目的とした組織改正を決定した

ことに伴い、当第１四半期連結会計期間より当社グループのセグメント構成を変更しております。 

 なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを開

示しております。

 

(会計方針の変更） 

 会計方針の変更に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より退職給付債務及び勤務費用の計算方法を変更した

ことに伴い、事業セグメントの退職給付債務及び勤務費用の計算方法を同様に変更しております。 

 当該変更による、セグメント利益に与える影響は軽微であります。 
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